調　　査　　部
　　　部長　松　村　一　人（川口・神根中）
今年度も、新型コロナウィルス感染症の影響が続き、各学校では、集合型の対面による会議が自粛されたり、学校行事にて保護者や来賓を招くことができなかったり、規模を縮小しての教育活動が行われたり、やむなく中止となることもあった。このような状況の中、部としての会合がなかなか持てず、３年連続で部全体としての活動ができない結果となった。そのため、今年度も具体的な調査活動が未実施であり、一昨年度及び昨年度に続き、調査部の概要と今後の方向性について報告したいと思う。
１　本年度の役員
· 部　長　松村　一人　（川口　神根中）
· 副部長　小川　敏明　（川口　十二月田中）
部　員　和久井功雄　（新座　第三中）
　　　　池田　耕司　（鴻巣　赤見台中）
　　　　中村　健二　（川越　南古谷中）
　　　　小野川和史　（嵐山　玉ノ岡中）
　　　　矢口　岳人　（秩父　吉田中）
　　　　内田　隆一　（神川　神川中）
　　　　森田　　豊　（深谷　上柴中）
　　　　小海　昭彦　（加須　騎西中）
　　　　野辺　茂樹　（越谷　大袋中）
２　活動の基本方針
調査部の令和４年度の基本方針は、前年度の活動未実施に伴い、下記の３点を柱に進めていこうと考えた。
1  全日本中学校長会教育情報部への協力

2  埼玉県中学校長会の目的達成に沿った機能的調査活動の充実

3  会員の意識高揚に役立つ調査活動の実施

３　活動計画

調査部の令和４年度の活動計画は、下記の３点を考えた。
1  研修会を年３回開催する
（コロナウィルス感染症の影響で中止）
2  私立中学校等への進学者数等調査を継続して実施する
（コロナウィルス感染症の影響で未実施）
3 その他、必要な調査を実施する

４　次年度に向けて
　令和５年度は、新学習指導要領での教育活動が全面実施されての３年目となる。そうした中、これからの社会の変化や時代のニーズに即した学校教育活動における調査研究が必要になっていく。本来ならば、新しい教育活動も円熟期に入り、いろいろな成果をシェアリングするための調査研究が必要であろうが、今年度も感染症禍での制限された教育活動であった。その一方で、ＧＩＧＡスクール構想による一人一台のタブレットＰＣを活用した新たな授業形態やオンラインによる授業が展開されていった。各校の様々な取り組み実践について、例えば、タブレットＰＣの活用状況や活用方法の実態調査、オンライン授業の取組状況や実践状況等といった調査項目を検討することが考えられる。また、現在の学校教育の現状や課題となる視点で、校内研修の持ち方、コミュニティースクール導入における教育効果の実態把握、特別支援教育の状況、今後の部活動の在り方、教職員の働き方改革の取り組み等といった調査研究を進めていくことも考えられる。
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今年度も、新型コロナウィルス感染症対策の影響により、調査部全体では、調査、研究を進めていくことができなかったが、中学校教育の更なる充実、発展に向け、新たな視点に立った、調査研究を実施したいと考えている。今後、学校教育において、新型コロナウィルス感染症の影響がどうなるか、先行きはまだまだ不透明であるが、「Ｗｉｔｈコロナ」を前提とした埼玉県の中学校教育の更なる充実、発展のために研究を進めていきたいと考えている。
 

　　　　　人事・給与対策部
部長   　小暮　孝明　（戸田・戸田中）
１ 活動の方針
(1)　埼玉県中学校長会の活動目的に沿う人事及び給与関係の活動を行う。
(2)　全日中給与対策部の活動に協力する。
(3)　県公立小学校校長会と協力して、人事並びに給与対策の活動を行う。
(4)　関係法令等の研修を深め、会員への広報活動を行う。
２　本年度の活動計画
(1） 給与実態調査の実施
(2)　人事給与対策部の研修会の実施
(3)　給与実態調査報告書の作成及び配布
３　活動内容
(1) 給与実態調査の実施
①データの集計
各会員からエクセルシートで提出された4月1日配布の給与調査個人票を、各地区の班理事が集約し、5月22日までに各地区の人事給与対策部員へ送信した。各地区の人事給与対策部員は当地区を集計したデータを5月末までに部長に送信し、部長は6月24日に集計を行った。
②データの集計・分析・考察
　6月～8月にかけて、小学校長部会代表者と打ち合わせを行い、その後、小・中合同資料について小学校長部会を中心に検討していただいた。
③集計・分析結果の概要（詳細は報告書参照）
　ア　小・中学校長の事務所等管内別号級分布　 　　　　　
県全体の号給最多人数は、25号給の75名（昨年度25号給の82名、一昨年度25号給の81名）であり、最多人数の号給のピークは、ほぼ同様となっている。
　　イ　小・中学校の事務所管内別年齢分布
  　　　最多人数の年齢は59歳で、全体では186名おり、全体の18.0％を占めている。次に58歳も多く、全体で155名おり、全体の15.5％を占めている。
県内小中学校長の平均年齢は55.3歳（昨年度55.4歳、一昨年度55.5歳）で、ほぼ例年同様である。
　　ウ　小・中学校長の年齢と号級分布
    　　最多は、25号給で75名、7.5％である。全体的には、年齢が高くなるに従い号級が上がっているが、同年齢でも号給の差の多い59歳では31号給の差が生じている。これは、教職経験年数や登用年度など様々な状況の違いによるものと考えられる。
　　エ　小・中学校長の経験年数と号級分布
  　  　校長の平均経験年数は3.4年で（昨年度3.4年、一昨年度3.2年）で、ほぼ例年同様である。若い校長が増えてきた反面、経験年数が長い校長も増えてきているのが要因と考えられる。
経験年数の最も長い校長は、12年が2名である。また49号給以上の校長は34名（昨年度29名、一昨年度32名）である。
　④考察（一部）
　　　平成28年4月1日に施行された地方公務員法の一部改正により、能力及び実績に基づく人事管理を目指す新人事評価制度では、管理職の勤勉手当削減、昇級区分の割合15％以内の方向が示されている。今後の国や県の制度改正の動向に、より一層注視していく必要があるものと考える。
(2) 　人事給与対策部研修会の開催
例年、「退職手当、年金について」の研修会を行っていたが、今年度はコロナ禍のため、中止とした。各地区担当を通じて、資料のデータを送信する｡
(3）  給与実態調査報告書の作成及び配布
　　　令和４年度研究紀要諸報告のページに、給
　与実態調査報告書を掲載し、配布する｡ １月
31日の全体研究協議会の開会行事で部長が説明をする｡
編　　集　　部
部 長 　　鈴 木　 玲（川口・在家中）
１ 活動の基本方針
（１）埼玉県中学校長会の諸活動の充実のため、積極的な広報活動を行う。
（２）広報活動を通して、会員相互の理解を深　　　める。
（３）諸活動の成果や課題を整理し、課題解決や改善に活用する。
２ 活動の内容
（１）埼玉県中学校長会全体研究協議会及び総会要項の編集・発行
令和４年５月２６日（木）
（２）関東甲信越地区中学校長会第７４回研究協議会埼玉大会 大会誌の編集・発行
　　　令和４年６月１６日（木）
＜提案者＞
○全体協議会
　　　　　　山田 正浩（上尾・東中）
　　　　　　荻野 浩和（深谷・豊里中）
○分科会協議
教育課程　増田 陽一（久喜・鷲宮東中）
学習指導　沼田 芳行（所沢・向陽中）
健康体力　内田 健二（久喜・菖蒲中）
道徳教育　山根 明（草加・花栗中）
生徒指導　長島 淑子（さいたま・白幡中）
進路指導　齋藤 健一（熊谷・大里中）
職員研修　板橋 哲（戸田・新曽中）
経営課題　飯嶌 一博（入間・東金子中）
条件整備　根本 和彦（上尾・上平中）
（３）「研究紀要」№.５４の編集・発行
令和５年１月３１日（火）
○埼玉県中学校長会全体研究協議会
＜提案者＞
教育課程　鈴木 研二（戸田・戸田東中）
学習指導　福田 和己（羽生・西中）
健康体力　栗本 江美 (草加・花栗中 栄養教）
道徳教育　田沼 良宣（熊谷・三尻中）
生徒指導　市川 篤史（寄居・男衾中）
進路指導　齋藤　 明（松伏・松伏中）
職員研修　勝山 寛美（上里・上里中）
経営課題　吉田 伸吾（北本・東中）
条件整備　塩﨑 陽子（久喜・久喜南中）
○各研究部活動報告
教育課程　森田 　匠（ふじみ野・花の木中）
学習指導　門井 五雄（久喜・鷲宮西中）
健康体力　森　 寿義 (草加・草加中）
道徳教育　鈴木   茂（所沢・柳瀬中）
生徒指導　砂賀 正史（八潮・潮止中）
進路指導　鈴木 香織（朝霞・朝霞第五中）
職員研修　菊野   大（春日部・江戸川小中）
経営課題　吉田 伸吾（北本・東中）
条件整備　岩崎   隆（飯能・飯能第一中）
○各専門部活動報告
○各ブロック活動報告
○各班活動報告
（４）全日中機関誌「中学校」の編集協力
○全日中編集部員
鈴木　 玲 （川口・在家中）
○全日中編集協力委員
小島 利明 （県中・事務局）
会員の皆様には、様々な原稿依頼へのご協力をいただき、ありがとうございました。衷心より感謝申し上げます。
今後とも、県中機関誌や全日中機関誌発行へのご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
修 学 旅 行 対 策 部
部長　　田島　孝志 （上里・上里北中）
１　活動方針
(1)　修学旅行の教育的な効果を更に高めるとと
もに安全で快適な実施を目指す。
(2)　関東地区公立中学校修学旅行委員会との連携のもと、修学旅行の円滑な運営を図る。
(3)　研究発表会等を通して、各中学校のニーズに応えるため、きめ細かな情報を提供する。
(4)　ＪＲや各業者との協議を通して、利便性・経済性に配慮した修学旅行を実現する。
(5)　新型コロナウイルスによる諸行事縮小の中で、修学旅行実施の方向性を探る。
２　本年度の活動計画
（1）　関東各県と連携した公平・公正で且つ安全・快適な輸送計画の作成
(2)　修学旅行の実態調査等の実施
(3)　関東地区公立中学校修学旅行委員会、現地研修会等への参加
(4)　第５８回関東公立中学校修学旅行研究発表会（千葉大会）への参加・協力 
３　本年度の活動内容
(1) 第１回関東地区公立中学校修学旅行委員会総会並びに研究協議会・研究委員会
　６月２日（木）東京都教育公務員弘済会ビル
(部長・副部長)
(2) 第１回修学旅行対策部研究協議会
６月２８日（火）ブリランテ武蔵野
  〔資料内容〕
① 組織及び目的について
  ② 活動方針及び活動計画について 
  ③ 令和元年度活動報告及び会計報告について
   ④ 関東地区公立中学校修学旅行委員会の報告連絡事項について
     ⑤ 令和６年度修学旅行新幹線専用列車申込について
　　 ⑥ 情報提供
(3) 第３９回全国修学旅行研究大会
    ７月２２日（金）学士会館
(4) 令和４年度修学旅行費等国庫補助増額陳情
　  ７月２６日(火)　文部科学省・財務省
(部長・副部長)
(5) 第２回関東地区公立中学校修学旅行委員会研究協議会・研究委員会
１０月５日（水）東京都教育公務員弘済会ビル　　　　　　　　　　　　（部長、副部長）
(6) 第２回修学旅行対策部研究協議会
１０月２６日(水)　ブリランテ武蔵野
① 第２回関東地区公立中学校修学旅行委員会研究協議会の報告　
② 令和６年度の新幹線専用列車申込確認作業
③ 令和４年度の修学旅行実施状況について
④ 令和４年度修学旅行実施状況及び「修学　旅行での取組について」の調査アンケート実施について
⑤ 情報提供
(7) 第３回関東地区公立中学校修学旅行委員会研究協議会・研究委員会
　　 １１月１日(火)ＪＲ東日本東京支社
※JR東日本・東海・北海道・西日本との意見交換会(専用列車設定の改善・継走列車の接続・待機場所の確保など)　　(部長・副部長)
(8) 令和４年度修学旅行実施状況及び「修学旅行での取組について」の調査アンケートの実施と 集計、課題と成果等の検証 
(9) 第５８回関東地区公立中学校修学旅行研究発表会千葉大会　令和４年１１月２５日（金）
(10) 修学旅行現地研修会への参加
北陸現地研修会　８月　７日～　９日
東北現地研修会　８月２１日～２３日
(11) 関東地区公立中学校修学旅行委員会役員代表者会　２月１５日（水）奈良まほろば館                   　　（部長、副部長）
(12) 第４回関東地区公立中学校修学旅行委員会
　研究協議会・研究委員会
　　　　　　２月２８日（火）奈良まほろば館
（部長、副部長）
(13) 第３回修学旅行対策部研究協議会
３月７日(火)ブリランテ武蔵野
1 令和４年度修学旅行実施状況及び「修学旅行の取組について」の調査アンケート集計結果について
2 修学旅行実施状況について
3 今年度の成果と課題のまとめ
4 次年度へ向けての確認
5 情報提供
